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格
が
強
い

「乙
」
で
あ
る
と
し
た

音
形
は

「
甲
」
で
あ
り
、
掲
出
語
の
下
側
に
記
さ
れ
た
音
形
は

(
105
頁
上
段
）
。

和
語
的
性

的
に
選
択
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

奥
村

（．

九
ぃハパ
）
は
、
音
形
に
つ

い
て
も
、

40
オ
6

．仁）

「
人
望
シ
ン
ハ
ウ
」（
下
81
オ
3
・
師

三
巻
本

「
人
（
平
）
情
（
去
）
」
（
下
81オ

3

・師）

『
色
葉
字
類
抄
』

〇
、
本
稿
の
目
的
と
対
象
文
献

漢
字
の
右
側
に
記
さ
れ
た

同
一
時
代
に
、
目
的

・
要
求
に
応
じ
た
諸
種
の
辞
書
が
存
す
る
こ
と
は
、

現
代
も
過
去
も
、
変
わ
り
は
な
い
。

本
稿
の
対
象
と
す
る
橘
忠
兼
編
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
は
、
改
編
本

『
類

緊
名
義
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
掲
出
字
セ
ッ
ト
」
と

「
類
似
字
形
排
列
」
と
に
よ
っ
て
漢
字

(
1
)
 

・
漢
語
を
並
べ
る
『
類
漿
名
義
抄
』
と
は
異
な
り
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』

前
田
家
本
（
以
下
、
本
書
と
も
呼
ぶ
）
は
、
頭
音
の
伊
呂
波
順
に
語
を
配
列

す
る
。そ

の
語
音
を
構
成
す
る
漢
字
音
は
、
音
形

・
声
調
と
も
、
漢
音
が
中
心
で

あ
る
（
奥
村
三
雄
(
-
九
六
六
）

105
頁
下
段
・
高
松
政
雄
（
＿
九
八
0
)
）
。
し
か
し
、

呉
音
を
少
な
か
ら
ず
交
え
る
。

た
と
え
ば
、
「
人
」
を
漢
音
「
ジ
ン
」
と
も
呉
音
「
ニ
ン
」
と
も
読
む
た

め、

「人
」
が
語
頭
の
漢
語
は
、
読
み
に
よ
っ
て
所
属
の
篇
が
分
か
れ
る
（
音

注
以
外
を
省
略
し
て
引
用
す
る
）
。

「
人
（
去
）
民
（
上
）
ニ
ン
ミ
ム
」
（
上
37
オ
5

．
仁
）
、
「
人
（
去
）
間
（
上
濁
）
ニ
ン
ケン」

（上

一
、
本
書
に
お
け
る
漢
字
音
の
位
相
差
に
関
す
る
先
行
研
究
と
本
稿
の
位
置

づ
け

三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
内
部
に
は
、
音
形
・
声
調
と
も
に
、
位
相
差
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
本
害
の
字
音
に
お
け
る
位
相
差

は
、
仮
名
音
注
と
「
俗
」
音
注
と
を
、
声
点
の
有
無
お
よ
び
音
注
記
入
位
置

と
関
連
さ
せ
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
本
稿
に
深
く
関
わ
る
。

そ
こ
で
、
字
音
の
位
相
差
の
観
点
か
ら
、
先
行
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、

本
稿
の
目
的
を
位
個
づ
け
る
。

1
．
仮
名
音
注
の
位
置
に
よ
る
位
相
差

1
.
1
．
声
調

奥
村
三
雄
「
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
小
考
ー
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
を
中
心
と

し
て
ー
」
(
-
九
六
六
年
）
は
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
語
ア
ク
セ
ン

ト
を
、
「
漢
字
の
声
調
」
に
重
き
を
お
い
た
「
甲
」
と
、

「
談
話
語
に
お
け

る
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
を
示
し
た
「
乙
」
と
に
分
け
た
。

そ
し
て
、
「
漢
字
に
声
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
語
（
「
布
（
去
）
衣
（
平
）
ホ
イ
」
（
上

ほ
4
8
ウ
）
な
ど
）
」
は
甲
「
漢
字
の
声
調
」
、

「仮
名
に
声
点
が
加
点
さ
れ
た

漢
語
（

「弟
子
テ
（
平
濁
）
シ
（
平
）
」
（
下
て

19
ウ
）
な
ど
）
」
は
乙
「
漢
語
の
ア
ク

セ
ン
ト
」
、
と
し
た
。

声
点
を
掲
出
語
に
加
点
す
る
か
、
そ
の
音
形
を
記
し
た
仮
名
に
加
点
す
る

か
は
、
本
Itり
の
編
者
が
意
識
的
に
選
択
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

l
.

2
．
音
形

-』

/‘ 

ま
た
、
本

書
で
は
、
「
雷
（
平）
イ
カ
ッ

チ
雷
（
平
）
公（
平
）
同
」
（上
2

オ
3
•

伊
）

の
よ
う
に
、
掲
出
語
下
に
和
訓
が
あ
り
、
仮
名
音
注
が
掲
出
語
右
傍
に
加
点

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、

「棲（平）

口
（平
）
ウ
（
平
）
」
（
上
1
7
オ

5
．
呂）

・
「愛
烏
代
反

／
ア
（
平）イ
（
上
）
」
（
下
2
9
ウ

4

•

阿
）
の
よ
う
に
、
掲
出
語
下
の
仮
名

音
注
に
声

点
が
加
点
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
巻
（
去
）
（
平
）
ケ
平
声
俗
」
（
下
，
、
オ

3
．
毛
）
の
ご
と
く
、
掲
出
語

の
二
箇
所
に
声
点
が
加
点
さ
れ
、
そ
れ
が
示
す
一
方
の
声
調
を

「俗
」
と
す

る
注
が
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
書
の
字
音
注
加
点
法
は
、
正
音
と
呉
音

・
和
音
と
の
記
入

位
囮
を
区
別
し
た
注
文
で
掲
出
字
の
音
を
注
す
る
改
編
本
『
類
漿
名
義
抄
』

の
字
音
注
加
点
法
と
は
、
基
本
的
に
異
な
る
。

本
稿
は
、
こ
の
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
仮
名
音
注

と
「
俗
」
音
注
と
を
、
声
点
の
有
無
お
よ
び
各
音
注
記
入
位
侶
と
関
連
さ
せ

て
整
理
し
、
編
者
が
意
図
し
た
字
音
注
加
点
法
を
推
定
す
る
こ
と
を
目
的
と

(2
)
 

す
る
。

右
を
目
的
と
す
る
本
稿
で
は
、
当
該
例
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
か
否

か
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
め
、
声
点
の
大
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
黒
川

家
本
で
前
田
家
本
の
欠
を
補
う
こ
と
は
せ
ず
、
院
政
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時

(3
)

（

4
)
 

代
初
期
の
書
写
と
さ
れ
る
前
田
家
本
の
全
体
を
調
査
対
象
と
す
る
。

ま
た
、
峰
岸
(
-
九
七
七
）
も
、

前
田
家
本
に
見
ら
れ
る
字
音
注
加
点
法

次
の
ご
と
く
に
述
べ
た

（
六
六
頁
。

峰
岸

（
一
九
九
九
）
に
も
、
ほ
ぽ
同
文
が
見
ら
れ
る
）
。

国
語
の
語
菓
体
系
の
中
に
入
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
漢
語
の
語
形
表
示

は、

一
般
に
片
仮
名
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
表
示
の
位
置
も
、
和
訓
に
お

け
る
と
同
様
に
、
掲
出
字
の
下
方
で
あ
る
。

〇
豪
昇
ナ
リ

行
[

?

.

.
 （
加
、
人
事
）

そ
れ
ら
の
も
の
の
中
に
は
、
和
訓
に
お
け
る
と
同
様
に
、
往
々
に

「俗
」

注
記
を
伴
う
も
の
が
あ
る
。

〇
反
故
”
[
（
保
、
雑
物
）
〇
坊
門
ハ
ウ
モ
ン
俗
（
波
、
地
儀
）

こ
れ
に
対
し
て
、
単
に
掲
出
漢
字

一
字
一
字
の
字
面
に
即
し
て
そ
の
字

音
が
注
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
片
仮
名
注
記
は
、
漢
字
の
右
傍
に
原
則
と

し
て
加
え
ら
れ
る
。

〇
姉
己
只
（
洲
、
辞
字
）

〇
赤
蜘
只
5

[

（
伊
、
動
物
）

こ
の
場
合
、
仮
名
注
記
と
共
に
、
字
音
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
朱
声
点

の
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
前
田
本
で
は
多
い
。
な
お
、

〇
庄
剛
彗
戸
（
保
、
植
物
）

な
ど
は
、
漢
字

一
字

一
字
の
字
面
に
即
し
た
字
音
の
表
示
で
あ
る
と
共

に
、
全
体
で
国
語
の
語
梨
体
系
の
中
に
入
っ
た
漢
語
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
稿
の
筆
者
も
、
三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
単
字
掲
出
語
に

つ
い
て
、
掲
出
語
右
傍
の
仮
名
音
注
は
、
掲
出
語
下
の
そ
れ
と
比
べ

て
、
規

範
的
な
醤
形
を
採
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
佐
々
木
(
―10
0
九））。

こ
の
、
音
形
の
記
入
位
置
も
、

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
編
者
が
意
図

佐

々

木

勇

＇ /‘ 



奥
村
(
-
九
六
六
）
は
、

の
ア
ク
セ
ン
ト
」

「俗
」
注
が
付
さ
れ
た
漢
語
の
声
点
は
乙

を
示
す
、
と
し
た
。

峰
岸
(
-
九
七
七
）
も
、
先
の
引
用
に
続
け
て
、
左
の
ご
と
く
述
べ
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
な
お
、
時
に
漠
字
音
の
声
調
を
示
し
た
注
記
が
あ

る。

〇
釦
"
[
俗

（

波
、
人
体
）

か
か
る
声
調
の
注
記
に
は
、
通
例

「俗
」
字
が
伴
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
声
調
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
あ
る
。

右
の
引
用
例

「鼻
」
（
前
田
家
本
巻
上

23
ウ
4
)
に
は
、
平
声
濁
点
と
去

声
点
と
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
平
声
俗
」
は
、
「
平
声
濁
」

が
「
俗
」
で
あ
る
、
と
す
る
注
で
あ
る
。

ま
た
、
高
松
政
雄
(
-
九
八
0
)
は、

「平
声
俗
」
等
の
「
俗
」
注
記
は
「
所

謂
呉
音
的
要
素
が
濃
厚
な
も
の
」

(26
頁
下
段
八
行
目
）
と
し
た
。

2
.
2
．
音
形

奥
村
(
-
九
六
六
）
は
、
「
「
俗
」
音
語
形
は
、
殆
ん
ど
が
呉
音
で
あ
る
。
」

(
105
頁
下
段
）
、
「
俗
」
注
が
無
い
単
字
掲
出
語
に
は
、
「
殆
ん
ど
、
呉
音
形

が
認
め
ら
れ
な
い
。
」
（
同
上）
、
と
述
べ
た
。

こ
の

「
俗
」
注
記
も
、
三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
編
者
が
意
識
的
に
成
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

3
．
掲
出
語
の
漢
字
数
に
よ
る
位
相
差

3
.
1
．
声
調

奥

村

(
-
九
六
六
）
は
、
漢
字

一
字
の
漢
語
声
調
は
甲
「
漢
字
の
声
調
」

仮
名
へ
の
声
点
。
掲
出
語
下
方
の
仮
名
音
注
。

I
乙

ィ
．
「
俗
」
注
記
の
有
無
に
よ
る
位
相
差

「
俗
」
注
記
が
無
い
音
注
。

I
甲

「
俗
」
注
記
が
有
る
音
注
。

I
乙

ウ
．
掲
出
語
の
漢
字
数
に
よ
る
位
相
差

．

単
字
掲
出
語
へ
の
加
点
。
ー
甲

熟
字
掲
出
語
へ
の
加
点
。

I
乙

工
．
品
詞
に
よ
る
位
相
差

漢
語
サ
変
動
詞
・
漢
語
形
容
動
詞
以
外
。

I
甲

漢
語
サ
変
動
詞
・
漢
語
形
容
動
詞
。

I
乙

ォ
・
音
種
に
よ
る
位
相
差

漢
音
形
。

I
甲

漢
音
形
以
外
。
—
乙

カ
．
掲
出
の
位
置
に
よ
る
位
相
差

畳
字
門
以
外
所
属
。
第

一
拍
の
音
が
所
属
部
と
一
致
（
「
意
（
平
）
見
（
平
）

イ
ケ
ン
」
（
上
い

12
ウ
）
な
ど
）
°
|
甲

ウ

ン

シ

畳
字
門
所
属
。
第

一
拍
の
音
が
所
属
部
と
不

一
致
（
「
雲
（
平
）脂（平）」

（
上
い

6
オ
）
な
ど
）
°
|
乙

峰
岸
(
-
九
七
七
）
も
、
右
の
ア

・
イ
は
、
認
め
て
い
る
。

ウ

「掲
出
語
の
漢
字
数
に
よ
る
位
相
差
」
は
、
『
色
葉
字
類
抄
』
編
者
が

謡
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
掲
出
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
音
形
と
を
注
し
た
結

果
と
し

て
生
じ
た
必
異
で
あ
ろ
う
。
同
じ
理
由
で
、
エ
・
オ
・
カ
も
、
本
稿

で
問
題
と
す
る
，
9

卜
秤
注
加
点
法
」
の
観
点
か
ら
は
、
外
す
べ
き
項
目
で
あ

る
（
そ
の
た
め
、
れ
の
先
行
研
究
吸
約
で
は
省
略
し
た
）
。

た
だ
し
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
た
右
の

こ
と
が
ら
は
、

本
書
全
体
の
実
腺

2
 
「
俗
」
注
記
の
有
無
に
よ
る
位
相
差

2
.

1
．
声
調

「
漢
語

で
あ
る
、

と
し
た
。

六
五

本
稿
の
筆
者
も
、
三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
の
単
字
掲
出
語
へ

の
声
点
（
奥
村
論
文
の
甲
）
は
、
『
倭
名
類
緊
抄
』
の
声
点
と
比
べ
て
、
全
濁

上
声
字
に
上
声
点
を
加
点
し
た
例
（
規
範
的
な
例
）
が
多
く
、
熟
字
掲
出
語

へ
の
声
点
（
奥
村
論
文
の
乙
）
で
は
、
全
濁
上
声
の
去
声
化
例
（
非
規
範
的
な

例
）
の
方
が
遥
か
に
多
い
こ
と
を
述
べ
た
（
佐
々
木
（
二

0
0
九
）
、
第
六
章
第

二
節
）
。

し
か
し
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
は
、
掲
出
語
を
伊
呂
波
順
に
並
べ
た

辞
書
で
あ
り
、
単
字
と
熟
字
掲
出
語
と
が
混
在
す
る
。

「重
点」

「
畳
字
」

に
熟
字
を
集
め
た
の
は
検
索
の
便
の
た
め
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
に
認
め
ら
れ
る
右
の
傾
向
は
、
掲
出
語
漢
字
数
の
相
違
に

基
づ
く
編
者
の
意
図
的
な
加
点
の
結
果
、
と
は
考
え
が
た
い
。

3
.

2
．
音
形

奥
村
(
-
九
六
六
）
は
、

「漢
字
二
字
以
上
の
熟
合
漢
語
は
、

し
、
〔
乙
〕
的
性
格
が
強
い
。
」

(105
頁
下
段
二
行
目
）
、
と
し
た
（
こ
の
一
文
は
、

国
頁
上
段

「熟
合
語
形
」
の
記
述
か
ら
、
音
形
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
）
。

こ
の
傾
向
も
、
右
項
と
同
じ
理
由
で
、
掲
出
語
の
漢
字
数
に
よ
っ
て
編
者

が
意
識
的
に
加
点
し
分
け
た
こ
と
で
生
じ
た
も
の
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

4
．
本
書
に
お
け
る
漢
字
音
の
位
相
差
と
本
稿
の
位
置
づ
け

奥

村

(
-
九
六
六
）
が
指
摘
し
た
―
――
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
け
る
字

音
の
位
相
差
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

ア
．
字
音
注
の
位
憐
に
よ
る
位
相
差

漢
字
へ
の
声
点
。
掲
出
語
右
傍
の
仮
名
音
注
。
ー
甲

か
ら
導
か
れ
た
も
の
か
否
か
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
各
傾
向
に
関
連
が
あ

る
の
か
、
無
い
の
か
も
、
明
ら
か
で
な
い
。

先
行
研
究
の
成
果
と
課
題
を
右
の
よ
う
に
と
ら
え
、
本
稿
で
は
、
字
音
注

の
位
圏
（
ア
）
と
「
俗
」
音
注
（
イ
）
と
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
字
音
の
差

異
を
一＿一巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
編
者
が
示
そ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
本

害
全
体
の
実
態
に
基
づ
い
て
、
考
察
す
る
。

そ
の
際
、
従
来
の
研
究
で
は
個
別
に
検
討
さ
れ
て
き
た
、
声
調
注
（
声
点

お
よ
び
声
調
「
俗
」
注
記
）
と
仮
名
音
注
と
を
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、

編
者
の
字
音
注
加
点
意
図
を
探
る
。

な
お
、
掲
出
語
の
漢
字
数
に
よ
っ
て
字
音
の
表
象
が
異
な
る
た
め
、

観
点
（
ウ
）
も
考
慮
す
る
。

ー．

掲
出
語
へ
の
声
点
加
点

峰
岸
(
-
九
七
七
）
は
、
「掲
出
漢
字

一
字
一
字
の
字
面
に
即
し
て
そ
の
字

音
が
注
さ
れ
る
場
合
」
、

「
字
音
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
朱
声
点
の
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
前
田
本
で
は
多
い
。
」
と
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
仮
名
音
注
の
位
個
に
よ
っ
て
掲
出
語
へ
の
声
点
の
有
無
が
変
化

す
る
か
否
か
を
、
調
査
す
る
。

1
.

1
．
単
字
掲
出
語

(
5
)
 

ま
ず
、
単
字
掲
出
語
に
つ
い
て
、
そ
の
数
を
数
え
た
の
が
表
1
で
あ
る

（数

値
は
延
ぺ
語
数
と
そ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
）
。

二
、
掲
出
語
へ
の
声
点
加
点
と
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点 六

四

こ
の

一
字
語
に
比



ー・

表

1
の
と
お
り
、
掲
出
語
右
傍
に
仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
た
場
合
、
掲
出

語
へ
の
声
点
加
点
率
は
、
八
六
．
四
％
で
あ
る

(
A
)
。
よ
っ
て
、
峰
岸
（

一

九
七
七
）
が
指
摘
し
た
傾
向
は
、
認
め
ら
れ
る。

1
.
2
．

二
字
掲
出
語

次
に
、
表
ー
と
同
様
の
集
計
を
、
熟
字
掲
出
語
の
ほ
ぼ
九
割
を
占
め
る
ニ

(
6
)
 

字
の
掲
出
語
に
つ
い
て
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
が
、
左
の
表

2
で
あ
る
。

【
表

2
】
二
字
掲
出
語

オ
1
・
古
）

等
、
全
八
二
例

右
の
仮
名
音
注
声
点
加
点
例
は
、
掲
出
を
省
略
し
た
例
を
含
め
、
所
属
篇

(
9
)
 

の
掲
出
語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
字
音
語
で
あ
る
。
中
に
は
、
奥
村
(
-
九
六

六
）
が
乙
（
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
）
に
分
類
し
た
漢
語
形
容
動
詞

・
漢
語
サ

変
動
詞
が
含
ま
れ
る
。
加
え
て
、
入
声
音
を
表
記
し
た
仮
名
へ
の
声
点
加
点

例
、
連
濁
例
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
語
音
化
が
進
ん
で
い
る
、

と
言
え
よ
う
。

濁
）
（
上

4
6
ウ
ー
・
保
）
豹
（
去
）
へ
（
平
）
ウ
（
去
）
俗
（
上

50
ウ
ー

．
邊
）

懺
（
去
濁
）
サ
（
去
濁
）
ム
（
上
）
ス
（
上
濁
）
（
下
4
5
ウ

5
•

佐
）
紗
（
平
）
シ
（
平
）
ヤ
（

上
）
俗

（下

74
オ
4
・
師
）
等
、
全
二
五
例
。

逸
ィ
（
上
）
チ
（
上
）
ナ
（
平
）
リ
（
上
）
（
上

7

ウ
5
•

伊
）
優
ィ
（
上
）
ウ
（
上
）
ナ
リ

（
上
1
1オ
7
•

伊
）
判
ハ
（
平
）
ン
（
平
）
ス
（
平
芭
（
上

3
0ウ
1

・
波
）

崩
（
平
）
ホ
（
上
）
ウ
（
平
）
ス
（
上
き
（
上

43
ウ

6
・
保
）
糊
コ
（
去
濁
）
俗
（
下

7

帖
テ
（
平
濁
）
ツ
（
上
二
右
傍
「
フ

J
]ス
（
平
）
（
下
2
1ウ
3
•

手
）

な
お
、
表

1
の
B
に
は
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
と
掲
出
語
声
点
と
で
、
示

す
声
調
・
消
濁
が
異
な
る
例
が
有
る
。
こ
の
二
五
例
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、

掲
出
語
と
仮
名
音
注
と
の
双
方
に
声
点
加
点
が
必
要
な
事
情
が
存
し
た
も

(
l
o
)
 

の
、
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
掲
出
語
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
表
1
の
A
に
仮
名
音
注
へ
の

ぃ
戸
点
加
点
例
は
無
い
も
の
の
、
右
傍
に
仮
名
音
注
が
記
さ
れ
掲
出
漢
字
に
声

点
が
無
い

C
に
も
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
が
五
例
見
ら
れ
る
。

2
$1
(3

シ

（

平

き

ヒ

（

平

）

c
災

（下

49
オ
ー
・
佐
）
字
疾
置
反

（下

74
オ
ー
・
師
）

碑

セ（上
F

ツ

（

上

）

セ

（

上

）

ン

（

平

）

彼
為
反
（ド

9
4ツ
7
•

飛
）
節
子
結
反
（
下

1
0
8

オ
3

•
世
）
餞

慈
泊
才
綿
二
反

（下

1
0
8
オ
3
•

世
）

以
上
、
五
語
。

右
の
五
語
も
、
所
屈
篇
の
HJIll訴
形
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
字
音
語
で
あ
り
、

D 

計 無 有

嘉し り

C A 

＾ ＾ で 掲
出

八.--'--Iヽ 七ー Q五 臨

八 四 八+
n口

o - 右
%0  % Iヽ ％四 傍

D B 

＾ 八一
掲

＾ 八 八^一ー 出
・七 ニ五 Q二 語

二七 o ニー上

下
%- 、-% -Iヽ % Iヽ 方-
＾ ＾ ＾ 
oニ

＇゚ 

o - 計
o四 0 Iヽ o七

・五 . _._ Iヽ

0 - 0 - 00  
％ー ％ー ％ 

ヽ ヽ

計 無 有<Iし り

C A 
掲

＾ 七一 ＾ 五 八一 出
八五 八＝ -'‘ - 語

七％九
四゜四 右
％八 ％ー 傍

D B 
之 掲

＾ 出四

•四 語

き0 六％九
六九 下
％ー 方
ヽ

＾ ＾ ＾ 
o-

o゚五 o゚四
計

q九 ・o 
oニ °玉 0-

き九 ％ ％ー

【表

1
】
単
字
掲
出
語

B
 

古
）

ご、ヒ
1
/

-

二
字
掲
出
語
で
は
、
単
字
掲
出
語
と
は
逆
に
、
仮
名
音
注
が
掲
出
語
下
に

有
る
場
合
の
声
点
加
点
率
が
八
割
で
あ
る

(
B
)
。
た
だ
し
、
二
字
掲
出
語

で
は
、
声
点
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
仮
名
音
注
を
掲
出
語
下
方
に
記
入
す

る
の
が
原
則
（
八

一
．
二
％
）
で
あ
る
。

1
.
3
．
掲
出
語
へ
の
声
点
加
点
と
掲
出
語
の
漢
字
数

表
1

・
表

2
を
合
わ
せ
見
る
と
、
掲
出
語
に
声
点
を
加
点
し
て
字
音
声
調

(
1

〉

を
示
す
の
が
本
書
の
原
則
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
掲
出
語
下
方
に
仮
名
音
注
が
存
す
る
単
字
掲
出
語
で
は
、
そ
の

原
則
に
反
し
、
掲
出
語
へ
の
声
点
加
点
率
が
五
割
以
下
に
下
が
る

B
)
。

対
す
る
二
字
掲
出
語
は
、
掲
出
語
下
に
仮
名
音
注
を
記
す
場
合
も
、
掲
出

(
8
)
 

語
に
声
点
を
加
点
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
（
表

2
B
)
。

し
た
が
っ
て
、
峰
岸
(
-
九
七
七
）
が
指
摘
し
た
「
掲
出
漢
字

一
字
一
字

の
字
面
に
即
し
て
そ
の
字
音
が
注
さ
れ
る
場
合
」
、
「
字
音
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
示
す
朱
声
点
の
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
前
田
本
で
は
多
い
。
」
と
い
う

現
象
は
、
単
字
掲
出
語
に
限
っ
て
成
り
立
つ
。

2
．
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
語

2
.
1
．
単
字
掲
出
語

で
は
、
下
方
に
仮
名
音
注
を
記
入
し
た
単
字
掲
出
語
（
表

1
の
B
と

D
)

は
、
そ
の
仮
名
音
注
に
声
調
標
示
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

単
字
掲
出
語
の
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
は
、
表

1
の
B
一
九

一
例
中

二
五
例
、

D
ニ

―
九
例
中
八
二
例
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
。

揖
3

イ
（
平
）
フ
（
平
）
ス
（
平
）
（
上
1
0
ウ

5
•

伊
）
報
（
去
）
ホ
（
平
）
ウ
（
平
）
ス
（
上

入
声
音
・
撥
音
を
表
記
し
た
仮
名
「
ツ
」
「
ン
」

含
ま
れ
る
。

に
声
点
を
加
点
し
た
例
が

以
上
の
字
音
語
に
は
、
仮
名
音
注
に
声
点
を
加
点
す
る
必
要
性
が
存
し
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。

六
六

三
（平）

し
か
し
、
掲
出
語
に
声
点
を
加
点
せ
ず
、
下
方
の
仮
名
音
注
に
も
字
音
声

点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
語
が
二
二
七
例

(
D
ニ
ー
九
マ
イ
ナ
ス
八
二
例
）
残

る
。
こ
の
数
は
、
掲
出
語
下
方
の
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点

一
〇
七
例

(
B

二
五
プ
ラ
ス

D
八
二
例
）
よ
り
も
多
い
。

2
.
2
．
二
字
掲
出
語

表

2
の
D
五
一二
六
例
中
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
は
、
三
一

例
の
み

で
あ
る
。
具
体
例
を
、
左
に
挙
げ
る
。

D

椅
子
ィ
（
去
）
シ
（
上
）
（
上

8

ウ
4
•

伊
）
北
斗
ホ
（
上
）
ク
（
上
）
卜
（
上
）
ウ
（
上
）

／
ホ
ク
ト
（
上

41
ウ

ー

・

保

）

鳳

蝶

史
上
）
、
（
上
）
テ
（
上
）
ウ
（
平
）
（
上
4
2
ウ

6

・
保
）
魃
魅
チ
（
去
）
ミ
（
平
）
（
上
6
6ウ
2
•

池
）
露
盤
ル
（
去
）
ハ
（
上

濁
）
ン
（
上
）
（
上
7
9
オ

6

・
留
）
褐
衣
ヵ
（
平
）
チ
（
平
）
（
上
9
8ウ
6
•

加
）

合
子
ヵ
（
上
濁
）
ウ
（
上
）
シ
（
上
）
（
上

9
9ウ
2
•

加
）
稜
梱
ス
（
去
）
口
（
上
）
俗

（下
114
オ
1

・
洲
）
等
、

三
一

例。

ま
た
、
仮
名
音
注
に
声
点
を
加
点
す
る
他
例
は
、
表

2
の
A
に
二
例
、

B

に
一
九
例
、

C
に
三
例
、
計
二
四
例
見
ら
れ
る
。
例
を
挙
げ
る
。

A

刊
～
上
濁
）
恕
認
f
)北

朗
反
（
下
2
ウ

5
・
古
）
努
琴
）
ゥ
（上
）翫宕（上）ゥ（上
）

（下

70
オ

5
・
師
・
「
狸
」
の
割
注
）
以
上

二
例。

B

金
（
去
）
鼓
（
平
）
コ
（
平
）
ム
（
平
）
ク
（
平
濁
）
（
下

6
ウ

5
．
古
）

巾
（平
）子

コ（平
）

シ

（
上
濁
）
（
下
6

ウ
7
•

古
）
金
（
平
）
鏡
（
平
）
コ
（
平
）
ム

（平
）
へ（平
）イ
（平
）

（下

7
オ
ー

・
古
）
戸
（
平
）
籍
（
入
軽
）
コ
（
平
）
シ
（平
渇
）
ヤ
（平
）ク
（平
）（
下

7
オ

5

胡
（
去
）
粉
コ
（
去
潤
）
フ
（
上
）
ン
（上）
俗

（
ド
'
7
ウ

4

．ト
11
）

（
表

1



ー

る。

鈷
（
上
濁
）
サ
（
平
）
ム
（
平
）
コ
（
上
濁
）
俗
（
下

4
7ウ
3
•

佐
）
等
、
一
九
例
。

O
E
)ウ
（
上
）シ
（
上
潤
）

モ

（

平

）

ク

（

平

）

ラ
（
平
）
ン
（
平）

c
簾

子

（

上

1

8

オ

5
・

呂

）

林

蘭

（

下

101
オ
7

（下

1
0
8
ウ

7
•

世
）
以
上
、
三
例
。

セ
（
上
芭
ン
↑
上
）
シ
（
半
）
ヤ
（
平
）
ゥ
（
平
）

・
毛

）

軟

障

右
の
仮
名
音
注
声
点
加
点
語
も
、
掲
出
を
省
略
し
た
例
を
含
め
、
所
属
篇

(
1
1
)
 

の
掲
出
語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
字
音
語
で
あ
り
、
古
く
か
ら
仏
事
な
ど
で
使

わ
れ
て
き
た

「雑
物
」
が
目
立
つ
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
仮
名
音
注
声
点
加
点
語
に
も
、
単
字
掲
出
語
同
様
、
連

濁
例
や
掲
出
語
声
点
と
声
調
・
消
濁
が
異
な
る
例
、
「
俗
」
注
記
が
付
さ
れ

る
例
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
も
、
日
本
語
に
早
く
定
着
し
た
字
音
語
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、

二
字
掲
出
語
は
、
仮
名
音
注
が
下
方
に
あ
る
場
合
も
、
八
割
の

掲
出
語
に
声
点
加
点
を
し
て
い
た
。
右
の
仮
名
音
注
声
点
加
点
例
を
加
え
る

と
、
二
字
掲
出
語
の
字
音
声
調
標
示
率
は
、
さ
ら
に
高
ま
る
。

2
.
3
．
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
語

以
上
、
本
書
の
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
語
は
、
所
属
篇
の
掲
出
語
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
字
音
語
で
あ
り
、
伝
統
的
な
漢
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
掲
出

語
声
点
と
声
調
・
消
濁
が
異
な
る
仮
名
音
注
へ
の
声
点
が
存
す
る
こ
と
、

(
1
2
)
 

「
俗
」
が
付
さ
れ
た
音
形
が
有
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
な
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
は
、
掲
出
漢
字
で
は
な
く
、
仮
名

(
1
3
)
 

音
注
に
意
図
的
に
な
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
名
音
注
に
声
点
が
加
点
さ
れ
た
字
音
語
形
は
日
本
語
音
化
し
て
い
た
、

と
い
う
先
行
研
究
の
解
釈
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
挙
例
は
限
ら
れ
て
い
た

(
1
4
)
 

も
の
の
、
右
の
よ
う
な
具
体
例
を
背
景
に
な
さ
れ
た
。

前
々
節
お
よ
び
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例

は
、
単
字
掲
出
語
の
方
が
、
二
倍
弱
の
全
数
で
あ
る
二
字
掲
出
語
よ
り
も
、

多
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の

一
字
漢
語
は
、

二
字
漢
語
に
比
し
て
、
日
本

と
し
て
い
た
（
本
稿
一

2
)
。

だ
が
、
次
の
よ
う
に
、
明
ら
か
な
漢
音
形
も
含
ま
れ
る
。

空
（
平
）
篠
（
平
）
コ
ウ
c

t

俗
（
下

6
ウ
4
．
古
）
翫
（
平
）
記
定
（
下
3
3
オ
ー

賣
（
平
）
子
（
上
）
木
（
上
9
3
オ

7
•

加
）

•
阿
）

さ
ら
に
、

リ
ン

タ

ウ

俗

龍
（
去
藤
（
上
濁
）
（
上

36
オ

4
．
仁
）

5
・

仁
）
反
故
（
平
）
ホ
ク
俗
（
上
4
4
ウ

7
・
保
）

の
ご
と
き
慣
用
音
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
音
形
に
も
、

人
（
去
）
参
（
上
）

「
俗
」
な
漢
語

「
俗
」
注
記
は
付
さ
れ

「
俗
」
注
記
は
、
文
字
通
り
、

「
所
謂
呉
音
的
要
素
が

よ
っ
て
、
仮
名
音
注
へ
の

音
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

1
.
2
．
声
調
注
「
俗
」
注
記
の
機
能

高
松
(
-
九
八
0
)
は
、
声
調
の
「
俗
」
注
記
は

濃
厚
な
も
の
」
、
と
述
べ
て
い
た
（
本
稿
一

2
)
。

(
1
6
)
 

本
書
に
見
ら
れ
る
声
調
の

「
俗
」
注
記
は
、
左
の
全
十
一
例
で
あ
る
（
単

字
掲
出
語
と
熟
字
掲
出
語
と
を
分
け
ず
、
字
音
注
以
外
は
省
略
し
て
掲
げ
る
）
。

a
砦
（
去
X

平
）
ケ
平
声
俗
（
下
郎
オ
3
．
毛
）

b
帳
（
去
X

平
）
チ
ャ
ウ
／
平
声
俗
（
上

6
7ウ
3
•

池
）

C

象
（
去X平
）
サ
ウ

／
平
声

俗
（
下
4
4
オ3
•

佐
）

d

サ

ウ

半

引

俗

鍬
（
平
X

去）
徐
雨
反
（
下
5
6
ウ

2
．
木
）

e
鼻
（
去
）
（
平
濁
）
平
声
俗
（
上

23
ウ
4
―

・
波
）

f
銀
（
平
塁
上
濁
）
コ
ン
／
上
声
俗
／語
巾
反
（
下

73ウ

5
・
師
）

g

附
t)
点

俗
／
セ
イ
（
上
4
1
ウ
ー
・
保
）

h
影
琴
爺
）
／
ト
ゥ
兒
（
上
7
7

オ
3
．
奴
）

i
男
（
去
X

平
）
子
（
上

81
オ

4
・
遠
）

j
金
（
去
）
（
平
）
コ
ム
去

各

／
屈
店

（ド
6

ウ
7
•

古
）

K

銅
（
平X去
）
去
声
俗
（
下
0
3
1
ウ

6

•
阿
）

こ
の
十

一
例
は
、
令
例、

内
点
が
二
箇
所
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、

声
閻
の
，
俗
」
往
品
は
、
声
点
が
示
す
声
調
の

一
方
を
「
俗
」

一
ン
シ
ン
俗
（
上

36
オ

2
 

ー

ヽ
L
ナ
ブ

3
．
字
音
声
調
標
示
の
原
則
と
、
そ
れ
か
ら
外
れ
る
例
の
解
釈

本
書
で
は
、
字
音
語
の
声
調
は
、
掲
出
漢
字
に
声
点
を
加
点
し
て
示
す
の

が
原
則
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
名
音
注
は
、
単
字
掲
出
語
で
は
右
傍
に
、
熟
字
掲
出
語
で
は
下

方
に
記
す
の
が
基
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
原
則
か
ら
外
れ
て
、
掲
出
漢
字
の
下
に
仮
名
音
注
を
記

す
単
字
掲
出
語
で
は
、
掲
出
漢
字
へ
の
声
点
加
点
率
が
大
き
く
下
が
る
。
こ

れ
は
、
掲
出
漢
字
下
に
仮
名
音
注
が
有
る
単
字
掲
出
語
に
は
、
声
調
標
示
を

行
わ
な
い
例
と
、
仮
名
音
注
に
声
調
標
示
を
行
な
う
例
と
の
比
率
が
、
他
の

(
1
5
)
 

場
合
よ
り
高
い
た
め
で
あ
る
。

三
、
声
点
と
字
音
「
俗
」
注
記
と
の
関
係

1
．
字
音
「
俗
」
注
記
の
機
能

字
音
の
「
俗
」
注
記
に
は
、
「
如
（
去
）
意
（
平
）

ニ
ョ
イ
俗
」
（上

38
オ
7
)
・
「
坊
（平
X
去

濁
）
門
（
上
）
ハ
ウ
モ
ン
俗
」
（
上
2
0
ウ

3
)
の
よ
う
に
仮
名
音
注
に
付
く
も
の
と
、

「銅

（
平
）
（
去
）
去
声
俗
」
（
下
3
1
ウ

6
)

の
ご
と
く
声
調
注
に
付
く
も
の
と
が
あ
る
。

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
字
音

「俗
」
注
記
の
全
体
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の

機
能
を
明
確
に
す
る
。

1
.

1
．
仮
名
音
注
「
俗
」
注
記
の
機
能

仮
名
音
注
へ
の
「
俗
」
注
記
は
、
単
字
掲
出
語
に
十
七
例
、

二
字
掲
出
語

に
五
五
例
、

三
字
掲
出
語
に
七
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
数
の
相
違
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
掲
出
語
数
比
を
反
映
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

奥
村
(
-
九
六
六
）
は
、
「
「
俗
」
音
語
形
は
、
殆
ん
ど
が
呉
音
で
あ
る
。
」

と
す
る
注
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
1
7
)
 

そ
の
「
俗
」
注
記
が
付
さ
れ
た
声
調
は
、
院
政

・
鎌
倉
期
の
日
本
呉
音
声
調

(
1
8
)
 

に
す
べ
て

一
致
す
る
。

2
．
字
音

「
俗
」
注
記
の
記
入
位
置

2
.
1
．
仮
名
音
注
「
俗
」
注
記
の
記
入
位
置

峰

岸

(
-
九
七
七
）
六
六
頁
は
、
先
引
の
通
り
、
掲
出
語
下
の
仮
名
音
注

に
「
往
々
に
「
俗
」
注
記
を
伴
う
も
の
が
あ
る
」
、
と
し
た
。

右
で
確
認
し
た
「
俗
」
注
記
の
機
能
か
ら
推
測
さ
れ
る
そ
の
加
点
位
囲
は
、

掲
出
語
の
下
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
峰
岸
(
-
九
七
七
）
も
、
「
声
翫
汀
n
戸
（
保
、
植
物
）
」
の
例
を

挙
げ
て
い
た
よ
う
に
、
掲
出
語
右
に
記
入
さ
れ
た
「
俗
」
注
記
も
存
す
る
。

本
書
に
お
い
て
「
俗
」
が
付
さ
れ
た
仮
名
音
注
全
七
九
例
中
、
五

二
例
が

掲
出
語
下
に
、

二
七
例
が
掲
出
語
右
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
「
俗
」
注
記
を

掲
出
語
右
に
記
し
た
の
に
は
、
そ
の
理
由
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
推
定
す
る
た
め
、
掲
出
語
右
に
記
さ
れ
た
仮
名
音
注

「
俗
」
注
記

全
二
七
例
を
左
に
挙
げ
る
。

【
単
字
掲
出
語
】
（
六
例
）

（上
5

ウ
2
•

伊
）

語
音
化
し
た
語
の
比
率
が
高
い

（上

3
オ
ー
・

伊）

と
言
え
る
。

六
八



右
の
う
ち
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よ
う
に
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．
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オ
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．
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オ
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下
9
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下
9
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⑳
沫
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2
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`

t
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9

.

 {
 

r
心
只

10

壼・

『
＇ 

-
.
t
へ

11

麻
，
社
戸

（下

75
オ
4
・
師
）

（
上
9
2ウ
3
•

加
）

（
上
8
6オ
2
•

和
）

（上

80
オ

7
◆
遠）

8

ぢ
i

五
F
いいい
’

ー

「
兄
ィ
ロネ
」

通
番
を

0
で
囲
ま
な
い

二
十
一
例
は
、

掲
出
の
篇
（
「
兄
ィ
ロ
ネ
」
は
伊
篇
）
の
和
訓
が
掲
出
語
下
の
位
置

に
在
る

(
4

「
脚
」
の
注
文
「
同
」
は
、
「
ア
シ
」
）
。
そ
の
た
め
、

「
ク
ヰ

ャ
ウ
俗
」
邪
の
注
記
は
、
掲
出
語
右
に
記
入
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
前

節
で
見
た
仮
名
音
枕
の
位
附
が
、
単
字
掲
出
語
で
は
右
傍
が
原
則
で
あ
っ
た

の
は
、
単

字
掲
出
船

で
は

、

「
詣
（
平
）
イ
カ
ッ
チ

」

（
上2
オ
3

•

伊
）
の
如
く
、

掲
出
の
篇
（
伊
篇
）
に
屈
す
る
和
訓
が
掲
出
語
下
に
在
る
例
が
多
数
を
占
め の

3
 

2
 

「油」

の
去
声
点
（
呉
音
声
調
）

る
た
め
で
あ
る
。
峰
岸
(
-
九
七
七
）
が
採
り
上
げ
た

8

「
酌
節
俗[ぃ
h
[
こ
もヽ

保
篇

「
百
部
」
の
和
訓
「
ホ
ト
ツ
ラ
／
ホ
ト
カ
ツ
ラ
」
が
掲
出
語
下
に
入
る

た
め
、
俗
の
字
音
形
が
掲
出
語
右
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
別
な
例
で

は
な
い
。

一
方
、
「
俗
」
注
記
が
付
さ
れ
た
字
音
形
頭
音
が
掲
出
の
篇
と

一
致
す
る

六
例
（
⑲
⑳
⑳
⑳
⑮
⑰
）
は
、
⑲
「
シ
ャ
コ
俗
」
等
を
書
き
入
れ
る

ス
ペ
ー

ス
が
掲
出
語
下
に
無
い
。
こ
の
六
例
が
す
べ
て
熟
字
掲
出
語
で
あ
る
の
も
、

単
字
掲
出
語
と
比
べ
て
掲
出
語
下
の
空
間
が
狭
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

か
く
の
ご
と
く
、

「
俗
」
音
注
が
掲
出
語
右
に
記
さ
れ
た
の
は
、
一
見
、

書
式
上
の
理
由
の
み
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
に
、

二
つ
の
仮
名
音
注
が
有
り
、
そ
の
一
方
の
俗
音
注
を

右
傍
に
書
い
た
例
が
有
る
。

1

「
兄
」
の

「
ク
ヰ
ヤ
ウ
俗
」
・
2

「家
」
の

「
ケ
俗
」
．
3

「
油
」
の
「
ユ
俗
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
各
字
の
呉
音
形
に
「
俗
」
が
付
さ
れ
て
右
傍
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
漢
音
形
「
ク
ヱ
イ
」
「
力
」
「
イ
ウ
」
が
掲
出
語
の
左
下
に
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
掲
出
語
の
右
傍
ま
た
は
右
下
に
、
音
注
の
主
体
で
あ
る
漢
音

形
を
掲
げ
る
本
書
の
原
則
か
ら
外
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
各
音
注
を
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
置
い
た
意
図
を
、
推
測
す
る
。

1

「
兄
」
右
傍
の
呉
音
形

「
ク
ヰ
ヤ
ウ
俗
」
は
呉
音
声
調
を
示
す
去
声
点

に
近
く
、

左
下
の
漢
音
形
「
ク
ヱ
イ
」
は
漢
音
声
調
を
示
す
平
声
点
の
位
置

に
近
い
。「家

」

も
、
右
傍
の
呉
音
形
「
ケ
俗
」
は
、
呉
音
声
調
を
示
す
去
声
点

の
位
附
に
近
く
、
漢
音
形
「
力
」
は
漢
音
声
調
を
示
す
平
声
軽
点
に
対
応
し

て
い
る
。

，
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四
、
声
点
の
位
趾
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
加
点
法

の
記
入
例
で
あ
る
、

「
平
声
俗
」

a
b
c
|
t
e
l。
d
e
I右゚

「
上
声
俗
」

f
g
ー
右
。

「
去
声
俗
」

h
i
j
K
I
右゚

全
十
一
例
中

a
b
C
の
三
例
の
み
、
左
下
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の

a
b
C
は
、
「
平
声
俗
」
の
注
で
あ
り
、
平
声
点
の
下
に

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

a
に
は
、
呉
音
声
調
の
平
声
に
対
応
す
る
呉
音

形
「
ケ
」
も
、
平
声
点
の
直
下
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の

a
b
c
も
、
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
「
俗
」
注
記

と
見
ら
れ
る
。

3
．
声
点
と
字
音
「
俗
」
注
記
の
記
入
位
置
と
の
関
係

仮
名
音
注
の
「
俗
」
注
記
が
記
入
さ
れ
た
掲
出
語
に
は
、
原
則
と
し
て
、

掲
出
語
ま
た
は
仮
名
音
注
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
（
全
七
九
例
中
七
―――

例
）
。
こ
れ
は
、
本
誉
全
体
の
掲
出
語
に
お
け
る
声
点
加
点
率
よ
り
も
高
い
。

そ
の
仮
名
音
注
に
「
俗
」
注
記
を
持
つ
掲
出
語
に
は
、
複
数
の
声
点
が
加

点
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
、
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
て

「俗
」
注
記
を
記
入
し
た
、
と
判
断
さ
れ
る
例
が
存
し
た
。

ま
た
、
声
調
の
「
俗
」
注
記
を
持
つ
語
す
べ
て
に
、
二
箇
所
の
声
点
が
加

点
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
声
調
の
「
俗
」
注
記
に
も
、
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
、

と
思
わ
れ
る
記
入
例
を
指
摘
で
き
た
。

よ
っ
て
、
字
音

「俗
」
注
記
に
は
、
声
点
の
位
置
を
意
識
し
て
加
点
し
た

(
l
9
)
 

も
の
が
存
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

c
 

b
 

a
 2

 

音
声
調
）

（
下
0
4
4

オ
3
•

佐
）

（
上
0
6
7

ウ
3
•

池
）

（下

102
オ

3
．
毛
）

と
漢
音
形
「
イ
ウ
」
も
、
同
様
で
あ
る
。

1
.
2
.
3
い
ず
れ
も
、

呉
音
声
調
を
示
す
去
声
点
に
対
応
さ
せ
て
漢
字

の
右
に
呉
音
の
仮
名
音
注
を
書
き
、
漢
音
声
調
を
示
す
平
声
軽
点
ま
た
は
平

声
点
に
対
応
さ
せ
て
漢
音
形
を
左
下
に
記
し
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
二
七
例
の
仮
名
音
注
「
俗
」
注
記
例
に
は
、

11

「
麻
黄
」
を
除
き
、
字

音
声
調
を
示
す
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

10

「萱」

12

「賣
」
18

「月」

23

「煽
」
は
、
そ
の
一
字
の
音
形
に
「
俗
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
声

点
も
加
点
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
仮
名
音
注
「
俗
」
注
記
に
は
、
字
音
声
調
と
の
関

連
が
窺
わ
れ
る
。

2
．
声
調
注
「
俗
」
注
記
の
記
入
位
置

声
点
の
位
饂
に
対
応
さ
せ
た
仮
名
音
注
の
記
入
が
有
る
な
ら
ば
、
声
調

「
俗
」
注
記
の
記
入
位
囲
に
も
、
声
点
と
の
対
応
例
を
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
予
測
の
元
、
こ
こ
で
は
、
先
の
三

1
.
2
に
掲
げ
た

a
S
K
の
影
印

を
引
用
す
る
。

③

5
い

（
同
右
）
（
下

035
ウ
5
)

②
 
妃

去

声
点
・
シ
ャ
／
入
声
点
・
セ
キ

七 （下
031
オ
05)

①
 

去
声
点
・
ク
ヱ
イ
／
入
声
点
・
ク
ヱ
ツ

t
 ニ＇

ウ

3
)

7
 

2
 

〇

（下

・
「
ト
ウ
」

ま
た
、
先
掲
例
中
、

g
「星
」．

h

「倫
」
の
漢
音
形
仮
名
音
注
「
セ
イ
」

も
、
両
字
の
漢
音
声
調
で
あ
る
平
声
の
位
置
近
く
に
記
入
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
、
本
書
に
は
、
二
箇
所
の
声
点
と
二
種
の
仮
名
音
注
と
を
対

応
さ
せ
た
左
の
六
字
七
例
が
存
す
る
。

l" 

心咀’
●
I
 

|
-
―
―
―
 

9
こ

-t'
"~ 

（下

28
オ

6
◆
阿
）

1, 声
調
「
俗
」
注
記
の
位
置
を
、
左
右
に
分
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

1
．
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
加
点
の
本
書
に
お
け
る
類
例

こ
こ
ま
で
に
、
声
点
の
位
置
に
対
応
し
た
字
音
注
加
点
例
と
し
て
、
左
の

諸
例
を
挙
げ
た
。

「
兄
」
・
2

「
家
」
•
3

「
油
」
．a

「
昏
」
．b

「
帳
」
•
C

「
象
」
。

(
2
o
)
 

「
兄
」
に
は
、

「俗
」
注
記
の
無
い
左
例
を
、
本
書
中
に
追
加
で
き
る
。

（下
4
オ
1

・
古
）

ー
ー k

 

（下

0
3
1

ウ
6
•

阿
）

j

全，
S
(

ウ
7
•

古
）

6
 

〇

゜
（下

（上
081
オ
4

・
遠
）

h
 

ュ
久
C
ト

i
公
？
心

向
”
3卜•

C（上
077
オ
3
．
奴）

t
す／冷

r

す
珠

マ・し？
釘
i
r
t
i

g
9云

f
 

怠4＂ f ；；9 

届＼砂
，註

u;¢ 

e

鼻
i

ウ
1

・
保
）

ー4
 ゜
（上 而）

3
 

7
ウ

5
.
!

゜
（下

（上
023
ウ

4

・
波
）

や

d

-―
,̀
9≫tLk-；人｀
 

屯

ウ
2
•

木
）

6
 

5
 

〇

（下

七



ーシ

天
q
t

（下

一
12
オ

6
の
正
音
注
）

(78
ウ

6
)

こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
偶
然
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
対
応
す
る
声
点
の

(
2
1
)
 

位
置
に
、
編
者
が
意
図
的
に
仮
名
音
注
を
加
点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
．
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
加
点
法
の
前
例
と
同
時
代
に
お

け
る
類
例

2
.

1
．
図
書
寮
本
『
類
漿
名
義
抄
』

声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
記
入
法
と
し
て
、
図
書
寮
本
『
類
漿

名
義
抄
』
の
声
調
標
示
を
兼
ね
た
仮
名
音
注
が
想
起
さ
れ
る
。

小
松
英
雄
(
-
九
七
一
）
は
、
「
し
る
さ
れ
る
位
懺
に
よ
っ
て
、
声
調
が
同

時
に
し
め
さ
れ
る
」
仮
名
音
注

一
五
五
例
を
、
図
書
寮
本

『
類
漿
名
義
抄
』

に
指
摘
し
た
（
第
II
部
第
3
章
）
。
小
松
(
-
九
七
一
）
五

0
八
頁
図
版
2
.
3

該
当
例
を
、
私
の
移
点
資
料
か
ら
引
用
す
る
。

「政
」
は
、
呉
音
声
調
平
声
な
の
で
、
平
声
の
位
置
に
呉
音
形
「
シ
ャ
ウ
」

を
記
入
し
た
可
能
性
は
有
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
正
音
注
の

は
、
『
広
韻
』
平
声
胆
姦
眼
の
「
惟
」
に
、
漢
音
声
調
を
示
す
平
声
点
と
、
呉

音
声
調
を
示
す
去
声
点
と
を
加
点
し
た
例
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
漢
音
形
「
ヰ
」
を
右
傍
に
、
呉
音
形
「
ユ
イ
」
を
左
下
に
記
し
て
い
る

た
め
、
声
点
と
仮
名
音
注
と
が
左
右
逆
に
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
前
例
「
政
」
も
、
漢
音
「
セ
イ
」
を
漢
字
右
傍
に
記
し
た
た
め

に
、
「
シ
ャ
ウ
」
が
左
下
と
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
声
点
の
位
饂
を
意
識

し
た
仮
名
音
注
記
入
例
で
あ
る
可
能
性
は
、
極
め
て
低
い
。

2
.
2
.
2
．
蓮
成
院
本

『
類
緊
名
義
抄
』

本
資
料
で
は
、
声
点
と
仮
名
音
注
と
が
複
数
存
す
る
例
を
、
原
本
調
査
に

よ
っ
て
朱
点
を
移
点
し
た
影
印
か
ら
挙
げ
る
。

「
斤
J

は、

『
広
韻
』
で
平
声
・
去
声
両
声
字
で
あ
り
、
漢
音
「
キ
ン
」

平
声
・

去
印
、
呉
立
11

「
コ
ン
」
去
声
で
あ
る
。
右
例
は
、
声
点
の
墨
色
が
異

な
る
。
観
智
院
本
•
類

狼
名
義

抄
』
篇
目
部
の
注
記

「
朱
音
者
正
音
也
塁
声

者
和
音
也
」
に
従
え
ば
、
朱
の
平
声
点
が
投
音
、
堪
の
去
州
点
が
呉
音
声
調

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
る
"

ツ

ク

ー

去

声

点

・
ヲ
／
平
声
点

・
カ
ン
（
下

029
オ
2

)

ミ
ノ
＾

⑦
 

9‘ 

⑥
 

去
声
点
・
シ
ョ
／
平
声
点

・
ト

ウ
1
)

3
 

〇

゜
（上

i

ぷ舟
⑤
 

去
声
点
・
レ
イ
／
入
声
点
・
ラ
ツ
（
下
⑲
ォ

1
)

1

●
 

④

釈

去
声
点

・
ク
ワ
イ
／
入
声
点

・
エ
ッ
（
下

045
オ
4
)

ょず．乎
4

し、

IJL
、
動
・
使

i‘

伐
、
戎
ヽ
七
ヽ
．

i
と
を

7
9
9し
．

曽
4
9
0
 

＇ 
仮
名
音
注
で
声
調
を
も
示
す
こ
の
方
式
は
、
「
院
政
期
前
後
に
、
真
言
宗

な
い
し
法
相
宗
の
一
部
に
お
こ
な
わ
れ
」
（
小
松
(
-
九
七
一
）
五
二
七
頁
）
、
「
後

世
ま
で
継
承
さ
れ
ず
に
お
わ
っ
て
い
る
」
（
同
五
二
五
頁
）
、
と
さ
れ
た
。

2 ． 

玲や、．
,~ a 
化 一—

‘-•な
ー•‘‘"； 
ヽ

ヽ

3. 
凰し ‘ 、

）し≫

‘̀ 尽

2
．
改
編
本
系
『
類
猥
名
義
抄
』

2
.
2
.
1
．
高
山
寺
本
『
類
漿
名
義
抄
』
（
『
三
宝
類
字
集
』
巻
上）

同
一
字
に
仮
名
音
注
が
複
数
存
す
る
例
を
挙
げ
る
。

(97
ウ

2
)

(
2
2
)
 

右
は
、
「
暴
」
に
正
音
が

二
音
有
り
、
そ
れ
を
掲
出
字
に
記
し
た
例
で
あ
る
。

去
声
「
ホ
ウ
」
、
入
声

「
ホ
ク
」
の
順
に
記
す
た
め
、
声
点
に
対
応
さ
せ
た

よ
う
に
も
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
を
意
図
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
声
点

に
近
づ
け
て
仮
名
音
注
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
正
音
注
に
、
左
の
例
が
有
る
。

(40
ウ
3
)

（
下
一

34
オ
3
の
正
音
注
）

漢
音
「
キ
ン

」
．

去
声
、
呉
音
「ゴ
ン
」

•
平
声
（
濁
）
。

-
＼
ン

A

を

（下

＿
24
ウ
4
の
正
音
注
）

＇ 
|

＇

官

、

.上

.
.ふ

-
gか
漢
音
「
ヘ
キ
」

・入
声
軽
、
呉
音

「ビ
ヤ
ク
」

・
入
声
（
濁
）
。

（下

一
25
オ
2
)

漢
音
「
ケ
イ
」
•
平
声
、
呉
音
「
ギ
ャ
ウ
」．
去
声
（
濁
）
。

（下

一
36
ウ
7
の
正
音
注
）

漢
音
「
ホ
ウ
」
•
平
声
軽
、
呉
音
「
プ
」
•
平
声
（
濁
）
。

「
斤
・
観
・
鐸
・
形
・
峯
」
い
ず
れ
も
、
仮
名
音
注
は
、
漢
字
の
下
に
、

右
に
漢
音
形
・

左
に
呉
音
形
を
記
し
て
い
る
。
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た

仮
名
音
注
記
入
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。

2
.
2
.
3
．
観
智
院
本
『
類
漿
名
義
抄
』

観
智
院
本
で
は
、
正
音
注
に
仮
名
音
注
を
書
き
込
む
場
合
、
漢
音
形
を
漢

字
右
傍
に
記
す
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
正
音
注
に
呉
音
形
を
記
入
す
る
場
合

は
、
漢
字
の
左
下
に
記
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
漢
音
声
調
去
声
・
呉
音
声
調
平
声
の
漢
字
に
漢
呉
音
二
形
の

仮
名
音
注
が
加
点
さ
れ
た
場
合
、
声
点
と
仮
名
音
注
と
が
対
応
し
て
い
る
よ

(
2
3〉

う
に
見
え
る
。

（
僧
上

56
ウ
1
)

漢
音

「
キ
ン
」
．
去
声
、
呉
音
「
ゴ
ン
」
•
平
声
（濁
）。

（
法
下

12
オ
7
)

漢
音

「
火
イ
」
．

去
声
、
呉
音

「
ヱ
」
・
ド
-Jd
o

七
五

「胡
」
の
左
下
「
コ
」
。

（
一
七
九
3
)

（九
0
4
)

「
胃
」
の
右
肩
「
ヰ
」
。

七
四



こ
の
う
ち
、

（法
中

58
ウ

1
)

漢
音
「
ヰ
」
•
平
声
、
呉
音
「
ユ
イ
」
．
去
声
。

し
た
が
っ
て
、

（
佛
上

21
ウ
2
)

漢
音
「
プ
」
・
上
声
（
濁
）
、
呉
音
「
ム
」
•
平
声
。

（
僧
中
56
オ
5
)

漢
音
「
ケ
イ
」
・
平
声
軽
、
呉
音
「
キ
ャ
ウ
」
・
平
声
。

し
か
し
、
漢
音
声
調
が
平
声
（
軽
）
ま
た
は
上
声
、
か
つ
、
呉
音
声
調
が

(
2
4
)
 

去
声
の
漢
字
で
は
、
声
点
と
仮
名
音
注
と
が
逆
対
応
と
な
る
。

（
僧
上

58
オ
6
)

漢
音
「
キ
ム
」
◆
平
声
、
呉
音
「
コ
ム
」
．
去
声
。

（僧
中

18
オ
8
)

漢
音
「
キ
ン
」
•
平
声
、
呉
音
「
コ
ン
」
．
去
声
。

（僧
上
43
ウ
8

)

漢
音
「
コ
ウ
」
•
平
声
、
呉
音

「
ク
」
．
去
声
。

（
僧
中

61
ウ
3
)

漢
音
「
メ
イ
」
•
平
声
、
呉
音
「
ミ
ヤ
ウ
」
．
去
声
。

先
の
「
観
」
「
會
」
等
も
、
漢
音
形
を
右
傍
に
、
呉
音
形

を
左
下
に
記
し
た
た
め
の
見
か
け
上
の
一
致
例
、
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ

ろ
う
。と

こ
ろ
が
、
左
の
例
外
が
存
す
る
。

あ
る
程
度
の
分
量
が
残
る
声
点
加
点
本
で
あ
る
鎌
倉
初
期
写

学
習
院
大
学
蔵
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』

前
田
家
本
と
対
応
す
る
例
を
、
左
に
引
用
す
る
（
字
音
注
以
外
は
省
略
し

た
）
。

ク
ヰ
ヤ
ウ
・
一左

l

ク
ヱ
イ

兄
（
十
巻
本

•

-
1
1オ
4
)

ク
ヰ
ヤ
ウ
俗

兄
（
去
）
（
平
）
ク
エ
イ
（
三
巻
本
・
上

5
ウ
2
。
例
2
と
し
て
既
掲
）

鼻
（
平
潤
）

f
毘
至
反
」

（
朱
）
（
十
巻
本•-
7
8オ
）

鼻
（
要
平
濁
）
平
声
俗
（
三
巻
本
・
上

23
ウ

4
。
例

e
と
し
て
既
掲
）

衣
（
上
）
架
（
平
）
イ
カ
（
十
巻
本

•
-
1
8ウ
5
)

衣
（
上
）
架
（
平
）
イ
（
上
）
力
（
平
）
俗
（
三
巻
本
・
上

8
ウ

4
)

（
十
巻
本

・
ニ

23
ウ
5
)

牡
（
去
濁
）
丹
（
平
）
ぢ
戸
手
」
（
朱
）

牡
（
上
）
（
去
潤
）
丹
（
平
心
”
ジ
盃
（
三
巻
本
・
上

42
オ
1
)

右
の
如
く
、
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
学
習
院
大
学
蔵
本
で
は
、
字
音

声
調
は
、
掲
出
漢
字
へ
の
声
点
加
点
で
示
さ
れ
る
。
掲
出
語
下
の
仮
名
音
注

に
声
点
を
加
点
し
た
例
は
、
左
の
み
で
あ
る
（
字
音
注
以
外
は
省
略
す
る
。
）

房
ハ
（
平
濁
）
ウ
（
上
）
／
符
方
反
坊
ハ
（
平
濁
）
ウ
（
上

)
(
-
68
ウ
4
)

「
俗
」
音
注
は
、

三
巻

番
ハ
（
平
濁
）
ン
（
平

)
(
-
8
9
ウ

2
)

蒋
拙
ハ
（
平
獨
）
力
（
上

)
(
-
7
2
オ
2
)

ま
た
、
十
巻
本

『
伊
呂
波
字
類
抄
』
学
習
院
大
学
蔵
本
に
は
、

一
字
に
二

(
2
7〉

箇
所
の
内
点
加
点
例
は
無
く
、
仮
名
音
注
へ
の
「
俗
」
注
記
も
存
し
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
掲
出
語
と
仮
名
音
注
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
声
点
加

点
に
よ

っ
て
，．r
惰
州
調
を
示
し
、
「
俗
」
音
注
を
付
さ
な
い
の
が
、
字
類
抄

系
辞
書
の
本
来
の
姿
で
あ

っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
古
瓜
に
対
応
さ
せ
る
音
注
記
入
や
、

ヒ
ヒ
i

-

―
 

（
法
中
65ウ
4
)

漢
音
「
ス
ヰ
ン
」
•
平
声
軽
、
呉
音
「
ジ
ュ
ン
」
．
去
声
（
濁
）
。

右
の

「惟
」
は
、
高
山
寺
本
『
類
漿
名
義
抄
』
の
同
一
字
例
と
、
仮
名
音

注
の
位
置
が
逆
に
な

っ
て
お
り
、
意
図
的
な
変
更
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
淳
」
は
、
同
韻
字
「
巡
」
（
僧
中
5
3
オ
1
)
に
も

「
ス
ヰ
ン
」

と
朱
筆
で
記
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
観
智
院
本

『
類
漿
名
義
抄
』
で
は
「
ス

ヰ
ン
」
を
漢
音
形
と
認
識
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
漢
音
形
を
平

声
軽
点
に
近
い
位
置
に
記
入
し
て
い
る
。

こ
の

「惟
」
「
淳
」
二
例
は
、
声
点
と
仮
名
音
注
と
を
対
応
さ
せ
よ
う
と

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

高
山
寺
本
・
蓮
成
院
本

『
類
漿
名
義
抄
』
は
、
正
音
注
へ
の
加
点
で
は
、

正
音
の
仮
名
音
注
を
右
に
記
し
、
正
音
声
調
を
示
す
声
点
を
一
箇
所
加
点
す

る
の
が
原
則
で
あ
る
。

観
智
院
本
は
、
そ
れ
を
原
則
と
し
つ
つ
、
声
点
に
対
応
さ
せ
た
位
臨
へ
の

(
2
5
)
 

仮
名
音
注
加
点
に
、
一
部
を
変
更
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

3
．
字
類
抄
系
辞
書

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
近
い
と
さ
れ
る
鎌
倉
初
期
写

『
色
葉
字
類
抄
』

原
形
本
（
川
瀬
一
馬
蔵
本
）
、
『
節
用
文
字
』
（
成
簑
堂
文
庫
蔵
本
）
、
『
世
俗

字
類
抄
』
（
蓉
経
閣
文
庫
蔵
本
・
東
京
大
学
蔵
本

・
天
理
大
学
蔵
本
）
、

ニ

巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
）
、
十
巻
本

『
伊
呂
波
字
類
抄
』

（
学
習
院
大
学
蔵
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
）
の
字
類
抄
系
辞
書
に
は
、

声
点
の
位
謄
に
対
応
さ
せ
た
仮
名
音
注
お
よ
び
声
調
の
「
俗
」
注
記
は
、
見

ら
れ
な
い
。

本

『
色
葉
字
類
抄
』
編
者
が
採
用
し
た
字
音
注
加
点
法
で
あ
っ
た
、

さ
れ
る
。

3
．
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
加
点
法
の
位
置
づ
け

以
上
の
と
お
り
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
見
ら
れ
た
声
点

の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
加
点
法
は
、
本
書
の

一
部
に
採
用
さ
れ
た
方

法
で
あ
り
、
同
時
代
の
辞
書
に
お
け
る
類
例
も
少
な
い
。

こ
の
方
法
は
、
被
注
字
が
日
本
漢
字
音
に
お
い
て
複
数
の
声
調
を
持
ち
、

そ
の
各
声
調
に
別
音
形
が
対
応
し
て
い
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、

本
書
の
よ
う
に
当
該
語
の
常
用
音
を
記
す
辞
書
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
語
は

(
2
8
)
 

限
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
正
音
と
和
音
と
を
別
に
し
、
和
音
を
仮
名
書
き
す
る

『
類
猥
名
義

抄
』
で
は
、
正
音
が
複
数
声
調
・
複
数
音
形
を
持
つ
場
合
に
の
み
こ
の
注
音

法
が
使
用
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
め
の
た
め
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
希
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
正
音
注
に
比
較
的
多
く
の
和
音
を
追
記
し
た
観
智
院
本
に
は
、

こ
の
方
法
の
片
鱗
が
見
ら
れ
た
。

右
の
よ
う
な
次
第
で
、
声
点
の
位
脳
に
対
応
さ
せ
た
字
音
注
加
点
法
は
、

端
的
で
わ
か
り
や
す
い
字
音
注
加
点
法
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
代
に
は
大
き

な
広
が
り
を
見
せ
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
む
す
び

と
推
測

本
稲
で
は、

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
に
お
け
る
字
音
注
加
点

法
と
し
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。

【声
点
加
点
と
仮
名
音
注
の
位
置
と
の
関
係
】

掲
出
語
の
字
音
声
調
は
、
掲
出
漢
字
に
声
点
を
加
点
し
て
椋
示
す
る
こ
と

2
 

蔽
や

七
六



『
一

(12) 
こ
の
点
は
、
改
糾
本

r
類
米
名
義
抄
』
観
智
院
本
に
お
け
る
左
の

「
俗
音
」
仮

別
名

「
ク
コ
」
に
州
点
が
加
瓜
さ
れ
て
い
る
。

(
l
l
)
B
に
属
す
る

，拘
杞
＇（

上
76
ウ
3
．
奴
）

の
み
、
掲
出
語
「
ヌ
ミ
ク
ス
リ
」
の

例
を
粘
げ
た
指
摘
が
あ
る

(
10
)
こ
の
点
は
、
奥
村

（
一
九
六
六
）

の
108
頁
下
段
に
も
、
漢
音
と
呉
音
と
の
相
違

(
9
)
こ
の
点
は
、
原
卓
志
氏
に
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

の
点

淡
語
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
上
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

を
原
則
と
す
る
。

し
か
し
、
単
字
掲
出
語
の
下
に
仮
名
音
注
を
記
入
す
る
場
合
、
掲
出
漢
字

へ
の
声
点
加
点
率
が
大
き
く
下
が
る
。
こ
れ
は
、
掲
出
語
下
に
仮
名
音
注
を

記
入
す
る
単
字
掲
出
語
に
は
、
掲
出
語
の
声
調
標
示
を
行
わ
な
い
例
と
、
仮

名
音
注
に
声
調
標
示
を
行
な
う
例
と
が
、
他
の
場
合
よ
り
多
い
た
め
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
字
音
注
加
点
が
な
さ
れ
る
本
書
の
一
字
漢
語
は
、
二
字
漢
語

に
比
し
て
、
日
本
語
音
化
し
た
語
の
比
率
が
高
い
。

【
「
俗
」
注
記
に
よ
る
字
音
注
】

先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
と
お
り
、
当
該
音
が
「
俗
」
で
あ
る
と

示
す
こ
と
が
、
本
書
に
お
け
る
「
俗
」
音
注
の
機
能
で
あ
る
。
こ
の
常
識
的

な
解
釈
を
確
認
し
た
上
で
、
声
調
「
俗
」
注
記
を
持
つ
語
の
す
べ
て
に
二
箇

所
の
声
点
加
点
が
存
す
る
こ
と
を
、
本
稿
で
新
た
に
指
摘
し
た
。

そ
の
「
俗
」
音
注
（
仮
名
音
注
の
「
俗
」
注
記
と
声
調
の
「
俗
」
注
記
）

に
は
、
声
点
の
位
置
に
対
応
さ
せ
て
記
入
さ
れ
た
も
の
が
存
す
る
。
こ
れ
は
、

本

書

に

見
ら
れ
る
字
音
注
加
点
法
の
一
っ
が
、

「
俗
」

音

注

に

表

出

し

た

も

の
で
あ
る
。

右
の
字
音
注
加
点
法
は
、
本
書
の
編
者
が
考
案
し
た
も
の
か
否
か
、

で
あ
る
。

し
か
し
、
掲
出
字
に
は
直
接
加
点
せ
ず
、
正
音
と
和
音
・
呉
音
と
の
記
入

位
饂
を
別
け
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
『
類
衆
名
義
抄
』
式
の
字
音
注
加
点
法

か
ら
は
、
生
じ
が
た
い
方
法
で
あ
る
。

注(
1
)
「
掲
出
字
セ
ッ
ト
」
は
山
田
健
三
（
二

0
0
0
)
、
「
類
似
字
形
排
列
」
は
酒
井
憲

二

(
-
九
六
七
）
を
参
照
。

し
く
、

(
8
)
 

b

c

 

入
手
し
や
す
い

C

に
依
る
。
し
か
し
、

a
で
し
か
見
え
な
い
声
点
、

で
し
か
見
え
な
い
仮
名
音
注
が
存
す
る
。

a
の
刊
行
後
、
原
本
が
補
修
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
。

a
.
『
色
葉
字
類
抄
』
(
-
九

二
六
年
、
育
徳
財
団
、
尊
経
閣
叢
刊
）
．

b
．
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
(
-
九
八
四
年
、
勉
誠
社
）
。

C
.

『色
葉
字
類
抄

一

三
巻
本
』
（
一
九
九
九
年
、
八
木
香
店
）
。

(
5
)
漢
字
右
傍
か
下
方
か
の
判
断
に
迷
う
例
も
存
す
る
。
今
は
、
仮
名
音
注
の
位
惜

が
掲
出
語
の
位
骰
と
重
な
り
を
持
て
ば
右
傍
、
掲
出
語
の
最
も
低
い
位
置
よ
り
下

か
ら
起
筆
し
た
仮
名
音
注
は
下
方
と
し
た
。

(
6
)
本
沓
に
は
、
五
字
ま
で
の
熟
字
掲
出
語
が
存
す
る
。
こ
こ
で
は
、

二
字
の
掲
出

語
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
、
三
字
以
上
の
熟
字
で
は
音
注
位
囲
が
右
と
下
の
漢
字

が
混
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
音
訓
混
読
語
の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
、
加
点
有

無
の
判
定
幅
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
等
の
理
由
か
ら
、

二
字
の
掲
出
語
に
限
定
し

た。

二
字
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
が
音
読
さ
れ
て
い
れ
ば
算
入
し
、
一
字
に
で
も
仮

名
ま
た
は
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
れ
ば
加
点
有
り
に
数
え
た
。

(
7
)
表
ー
・

表
2
は
、
仮
名
音
注
を
有
す
る
掲
出
語
に
限
っ
た
数
表
で
あ
る
。
仮
名

音
注
が
無
い
掲
出
語
の
字
音
声
調
標
示
は
、
掲
出
語
へ
の
声
点
で
な
さ
れ
る
た
め
、

本
沓
全
体
の
掲
出
語
へ
の
声
点
加
点
率
は
、
表
1
・
表
2
よ
り
高
い
。

こ
の
よ
う
な
二
字
掲
出
語
に
加
点
さ
れ
た
声
点
の
す
べ
て
が
、
奥
村
(
-
九
六

六
）
が
言
う
「
乙
」
を
反
映
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

不
明

七
九

(
2
)
鈴
木
真
喜
男
(
-
九
六
三
）

48
頁
、
峰
岸
明
(
-
九
七
七
）
六
五
頁
、

二
戸
（

一

九
七
九
）

4
6頁
•

5
6頁
、
二
戸

(
-
九
八
七
）
1
8頁
、
高
松
政
雄
(
-
九

八
二
）

2

頁
•
3

頁
で
、
中
国
中
古
音
と
大
部
分

一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
本

也
の
反
切

・
同
音
字
注
は
、
対
象
と
し
な
い
。
な
お
、
本
懇
の
同
音
字
注
は
、
「
名

義
抄
に
、
六
割
以
上
依
拠
し
て
い
る
」
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
高
松

(

-
九
八

二）

2
頁
）
。

た
だ
し
、

一
致
す
る
こ
と
は
、

「依
拠
し
て
い
る
」
こ
と
を
示
す
と

は
限
ら
な
い
。

(
3
)
太
田
晶
二
郎
(
-
九
八
四
）
、
乾
善
彦
（
一
九
九
五
）
は
寿
永
年
問

（
―
-
八
二

s-
―
八
四
）
の
笞
写
と
し
、
峰
岸
明
(
-
九
九
九
）
は
「
院
政
期
末
か
」
と
す

る
。
ま
た
、
峰
岸

明
(

-
九
七
七
）
•
金
子
彰
(

-
九
九
六
）
は

、

鎌
倉
時
代
初

期
の
書
写
と
す
る
。
転
写
時
の
誤
写
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、

転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

高
松
政
雄
(
-
九
八

二
）
に
は
、
第

一
反
切
下
字
の
広
韻
反
切
を
掲
出
字
反
切

で
あ
る
か
の
よ
う
に
栂
写
し
た
例
、
二
字
下
の
掲
出
字
に
当
該
反
切
を
注
し
た
例
、

広
船
で

―
つ
前
の
小
韻
字
反
切
を
注
し
た
例
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
字
音
声
点
に
つ
い
て
、
小
松
英
雄
(
-
九
七
一
）
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。そ

の
う
つ
し
の
も
と
に
な

っ
た
本
に
は
、
平
・
入
両
声
に
軽
重
が
識
別
さ
れ

て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
存
の
前
田
家
本
で
は
、

そ
れ
ら
の
声
点
が
正
確
に
う
つ
し
と
ら
れ
て
い
な
い
（
七
七
二
頁
）

そ
の
当
時
の
漢
音
が
六
声
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
実
は
、
軽
声
が
特
定
の

文
字
に
だ
け
た
も
た
れ
て
、
全
体
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
が
し
だ
い
に
重
声
に

移
行
す
る
傾
向
が
み
え
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
（
七
七
三
頁）

高
松
(
-
九
八
二
）
も
、
「
平
声
軽
が
、
六
声
体
系
の
一
の
位
囲
を
独
立
的
に
保

持
し
て
い
な
い
」

(
7
頁
下
段
）
、
入
声
軽
点
も
「
道
断
」

(
8
頁
上
段
）
と
す
る
。

誤
写
を
擦
り
消
し
た
例
も
有
る
（
た
と
え
ば
、

「楳
」
（
上

98
オ
5
)
に
は
、
下

字
に
加
点
す
る
「
チ
ウ
」
を
匹
い
て
、
擦
り
消
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
）
。

(
4
)
本
稿
の
調
査
は
、
左
の
複
製
本
三
本
で
行
な
っ
た
。
画
像
の
引
用
は
、
最
も
新

名
音
注
例
と
共
通
す
る
。

「
棒
音
蛤
（
上
）又
包
俗
音
ハ
（
上
濁
）
ウ
（
上
）
」（
佛
下
本
43
ウ
5
)、
「
方
ー
（
啓）

俗
音
ホ
（
平
）
ウ
（
上
）
キ
（
平
潤
）
ヤ
（
平
）
ウ
（
平
）」
（
法
中

5
オ
7
)
、
「
瑠
璃
流
（平）

離

二

音

俗

音

ル

リ
」
（
法
中
9
オ
3
)
、
「
埒
音
劣
俗
音
ラ
（
平
）
チ
（
平
）
J

（
法
中
30
ウ
4
)
、
「
紗
音
沙
（
平
軽
）
俗
音
シ
（
上
）
ヤ
（
平
）
」
（
法
中
68
ウ
2
)
、

「
房
音
防
（
平
）
俗
音
ハ
（
平
濁
）
ウ
（
上
）
」
（
法
下
48
オ
8
)
、
「
胡
麻
俗
音
五
（
去

濁
）
マ
」
（
法
下

53
オ

6
)
、
「

斗

丁

口
反
俗
音
卜
（
去
）
」
（
法
下
71
ウ
8
)
。

(
13
)
こ
の
想
定
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
仮
名
音
注
へ
の
声
点
は
、
掲
出
語
へ
の
声

点
と
同
時
に
加
点
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

(
14
)
佐
々
木
（

二
0
0
九
）
第
一
部
第
六
章
第
二
節
、
参
照
。
な
お
、
こ
れ
ら
、
仮

名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
は
、
『
類
痰
名
義
抄
』
の
俗
音
や
和
音
の
仮
名
音
注
に

加
点
さ
れ
た
声
点
を
想
起
さ
せ
る
。

『
類
漿
名
義
抄
』
に
お
い
て
は
、
反
切

・
同

音
字
注
の
仮
名
音
注
に
は
、
原
則
と
し
て
声
点
は
加
点
さ
れ
な
い
（
高
山
寺
本

『類

漿
名
義
抄
』
に
は
、
正
音
の
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
例
は
無
く
、
観
智
院
本

『
類

漿
名
義
抄
』
で
、
僅
か
に

二
例
（
「
ヰ
（
平
）
ン
（
平
）
」
〈
僧
上
41
オ
1
〉
.
「
セ
（
去
濁
）
（墨

囲
点
）
イ
」
〈
僧
中
27
ウ
7
〉
)
の
加
点
例
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
）
。

(
15
)
仮
名
音
注
へ
の
声
点
加
点
が
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
声
点
無
加
点
漢

語
に
は
、
字
音
声
調
を
標
示
し
な
い
理
由
が
存
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら

の
語
の
内
に
は
、
字
音
声
調
を
示
す
必
要
の
無
い
字
音
語
（
字
音
声
調
が
日
本
語

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
字
音
語
）
が
多
く
を
占
め
て
い
た
可
能
性
が

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
他
の
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
の
比
較
研
究
が
必
要
と
な
る
、

今
後
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

従
来
の
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
は
、
声
点
等
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
が
知
ら
れ
る
語
の
み

を
対
象
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
声
点
加
点
資
料
に
お
け
る
声
点
無
加
点
語
に
培

目
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
い
。

(
16
)
奥
村

(

-
九
六
六
）
は
十
例
、
黒
川
家
本
も
含
め
る
と
十
六
例
と
す
る

(
Ill
頁

下
）
。
高
松
(
-
九
八

0
)
も
、
黒
川
家
本
を
含
め
て
全
十
六
例
と
し
た
(
2
6
頁

上）。な
お
、

「俗
」
が
無
い
声
調
注
に
、

「室
平
工
（
下
113
ウ
2
)
が
有
る
。
本
来
の

七
八



『
日
本
声
調
史
論
考
』
（
風
間
帯
房
）
。

「
類
漿
名
義
抄
字
順
と
部
首
排
列
」
（
『
本
邦
辞
害
史
論
叢
』

〈
三
省
堂
〉
所
収
）
。

佐
々
木
勇
（
二

0
0
九
）
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
（
汲
古

書
院
）
。

佐
々
木
勇
（
二

0
1
―

)

「

日
本
漢
音
研
究
の
現
在
」
（
「
日
本
語
学
」

3
0
(
3
)
、

二
0
1
―
年
三
月
）
。

鈴

木

真

喜

男

(

-
九
六
三
）
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
の
漢
字
音
標
記
（
一
）
ー
直

音
音
注
に
つ
い
て
ー
」
（
「
文
芸
と
思
想
」
二
四
号
、
一

九
六

三
年
六
月
）
。

高

松

政

雄

（

一
九
八

0
)

「
呉
音
声
調
史
上
の
一
酌
ー
色
葉
字
類
抄
の
声
点
ー
」

（
「
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
科
学
」
第
二
八

巻
、
一
九
八

0
年
三
月
）
。

高

松

政

雄

(

-

九

八

二

）

「

前

田
家
本
色
葉
字
類
抄
の
声
点
に
つ
い
て
」
（
「
岐
阜
大

学
国
語
国
文
学
」
第
一
五
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）
。

二
戸
麻
砂
彦
(
-
九
七
九
）
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
音
注
孜

I

I
同
音
字
注
の

考
察
ー

J

(
「
国
語
研
究
」
第
四
二
号
、
一

九
七
九
年
三
月
）
。

二
戸

麻
砂
彦
(
-
九
八
七
）
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
音
注
孜

II

I
反
切
音
注
の

考
察
（
下
）
ー
」
（
「
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第

20

号
、

一
九
八
七
年
三
月
）
。

沼
本
克
明
(
-
九
八
二
）
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』

武
蔵
野
書
院
。

「
三
巻
本

色
葉
字
類
抄
解
説
」
（
中
田
祝
夫

・
峯
岸
明

『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
黒
川
本
影
印
篇
』
風

間
因
房
、
所
収
）
。

「葬
経
閣
文
廊
蔵

『
色
葉
字
類
抄
』
三
巻
本

糾
閣
骰
木
影
印
集
成

18

色

葉

字

類

抄

一

木
KII
店
、
所
収
。

峰

岸

明

（

一
九
九
九
）

峰

岸

明

(

-
九
七
七
）

小

松

英

雄

(

-
九
七

一）

酒
井
憲
一

一
(
-
九
六
七
）

解
説
」
（
『
郎

三
巻
本
』
八

舌
内
入
声
音
が
、
完
全
に
開
音
節
化
し
て
い
る
こ
と
の
注
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
棺

（
平
）
（
去
）
又
去
声
」
（
下

094
ウ

7
)
の
「
又
去
声
」
は
、
漢
音
に

「去
声
」
も
存
す
る

こ
と
の
注
で
あ
る
。
「
棺
」
は
、

『
広
韻
』
で
平
声

・
去
声
の
両
声
字
で
あ
る
。

(
17
)
『
法
華
経
』
『
大
般
若
経
』
『
最
勝
王
経
』
『
華
厳
経
』
訓
点
資
料
・
音
義
と
、
親

驚
逍
文
の
漢
字
音
注
に
依
る
。

(18)
高
松
（
一
九
八

0
)
は、

28
頁
上
段
で
、
「

一
音
節
去
声
の
上
声
化
」

例
と
し
て
、

「
柊
匡
架
（
平
）
に
じ

ヵ
（
平
）
俗
」
（
上

008
ウ

4
)
を
挙
げ
た
。
「
衣
架
」
を
「
イ
カ
」

と
読
む
音
形
は
、
「
俗
」
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
俗
」
は
、
声
調
が
俗

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
衣

（
イ
）
」
の
日
本
漢
音
声
調
は
平
声
軽
で
あ
る
。
そ
れ
が
上
声
で
発
音
さ
れ
る

こ

と
を
「
俗
」
と
し
た
可
能
性
も
有
る
。
「
架
」
も
漢
音
声
調
で
唱
え
る
な
ら
ば
去

声
で
あ
り
、
加
点
声
点
が
示
す
平
声
調
は
「
俗
」
と
な
る
。
「
一
音
節
去
声
の
上

声
化
」
例
と
解
釈
で
き
る
例
は
、
本
資
料
中
に
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。
そ
の
孤
例

を
、
現
象
の
早
期
例
と
見
る
こ
と
は
、
た
め
ら
わ
れ
る
。

(19)

こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
字
音
「
俗
」
注
記
は
、
声
点
加
点
の
後
に
記
入
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

(20)
奥

村

(
-
九
六
六
）

105
頁
上
段
は
、
「
ク
ヰ
ヤ
ウ
俗
」
が
単
字
掲
出
語
右
傍
に
書

か
れ
た

「
俗
」
注
記
で
あ
る
た
め
、
「
〔
甲
〕
的
性
格
の
も
の
」
、
と
し
て
い
る
。

形
式
的
す
ぎ
る
判
断
で
あ
る
。

(21)
し
た
が
っ
て
、
朱
声
点
は
仮
名
音
注
よ
り
先
に
加
点
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、

『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
け
る
字
音
注
成
立
順
の
問
題
に
繋
が
り
、

『
世
俗

字
類
抄
』

『
伊
呂
波
字
類
抄
』
を
含
め
た
、
字
類
抄
に
お
け
る
注
文
成
立
の
問
題

と
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

(22)
中
国
中
古
音
が
複
数
声
調
の
場
合
、
朱
声
点
を
一

＿箇
所
に
加
点
す
る
例
も
あ
る

（
「
任
（
平
潤
）
（
去
き
」

59
ウ

2
)
な
ど
。

(23)
類
例
を
挙
げ
る
。
「
辱
」
（
法
中

73ウ

3
)
・
「
六
」
（
僧
中

22
オ

7
)
・
「
密
」
（
法

下

29
オ

7
)
。

(24)

類
例
を
挙
げ
る
。
「
犀
」
（
法
下

38
オ

6
)
、
「
尤
」
（
法
下

59
オ

4
)
、
「
希
」
（
法

い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
教
授
]

（
令
和
四
年
五
月
二
十

一
日
受
理
）

[
さ
さ
き

八

中

38
ウ

7
)
、
「
従
」
（
法
中

68
ウ

4
)
、
「
丙
」
（
法
下

21
ウ

3
)
。

(
2
5
)
山
田
健
三
（
二

0
0
0
)
の
「
辞
粛
史
と
は
、
辞
書
生
活
史
で
あ
る
べ
き
」
、
同

（二

0
二
0
)
の

「
異
本
研
究
の
醍
醐
味
の

一
っ
は
、
む
し
ろ
一
本

一
本
の
テ
キ

ス
ト
が
、
そ
の
時
代
時
代
、
そ
の
社
会
社
会
に
お
け
る
認
識
を
以
て
揺
れ
動
く
さ

ま
（
動
態
）
が
、
言
語
変
容
・
言
語
変
化
の
萌
芽
と
見
倣
せ
る
場
合
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
考
え
方
に
、
賛
同
す
る
。
「
観
智
院
本

『
類
漿
名
義

抄
』
に
お
け
る
字
音
注
加
点
法
」
は
、
次
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
い
。

(26)
「
獨
汗
卜
（
平
）
ウ
（
上
）
」
（
ニ

63
オ

4
)
は
、
字
音
語
と
し
な
か
っ
た
。
「
薄
描
」
に

は
、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
（
巻
上

21
オ

2
)
・
『
類
漿
名
義
抄
』
観

智
院
本
（
僧
上

16
オ

1
)
で
も
、

「
ハ
（
平
面
）
力
（上
）」

の
加
点
例
が
掲
出
字
下
に
有

る。

(
2
7
)
古
辞
習
音
義
集
成
複
製
本
お
よ
び
大
熊
久
子

『
十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
の
研
究
』

（
一
九
八
八
年
、
続
群
歯
類
従
完
成
会
）
、
参
照
。

(28)
高

松

政

雄

(
-
九
八
二
）

33
頁
下
は
、
漢
音
と
呉
音
の
声
調
が
同
じ
字
が
二
割

程
度
あ
る
と
す
る
（
領
杏
声
調
と
呉
音
声
調
と
の

「
逆
対
応
」
は
、
「
八
割
方
」

で
留
ま
る
、
と
す
る
）
。
漢
音
と
呉
音
と
が
同
音
形
の
漢
字
も
、
少
な
く
な
い
（
佐

々
木

勇
（
二

0
1
―
)
お
よ
び

『
三
省
堂
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典
』
（
二

0
0
四

年
）
の
字
音
仮
名
逍
、
参
照
）
。

「
色
葉
字
類
抄
・
伊
呂
波
字
類
抄
」
（
『
日
本
古
辞
醤
を
学
ぶ

人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
）
。

太
田
晶
二
郎
(
-
九
八
四
）
「
蓉
経
閣
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
解
説
」
（
『
諄
経
閣

蔵

三

巻

本

色

葉

字

類

抄

単

』
勉
誠
社
）
。

奥

村

三

雄

(

-
九
六
六
）
「
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
小
考
ー
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
を
中

心
と
し
て
ー
」
（

「訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
二
輯
、

一
九

六
六
年
二
月
）
。

「
色
葉
字
類
抄

・
伊
呂
波
字
類
抄
」
（
『
日
本
辞
牲
辞
典
』
〈お

う
ふ
う
〉
所
収
）
。

山
田
健
三
（

二
0
0
0
)

「
類
猥
名
義
抄
—
そ
の
構
造
と
歴
史
性
ー
」
（

「
日
本
語

学
」

19
_
11
、
二

0
0
0
年
九
月
）
。

山

田

健

三
（
二

0
二
0
)

「辞
審
生
活
史
と
言
語
史
1

改
編
本
系
類
漿
名
義
抄
異
本

比
較
か
ら
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第

一
四
四
輯
、
二
〇

二
0
年一＿
一月
）
。

【
画
像
引
用
文
献
】

原
撰
本

『
類
棗
名
義
抄
』
(
―

1
0
0
年
頃
成
立
）

『
図
帯
寮
本
類
猥
名
義
抄
』
(
-
九
七
六
年
、
勉
誠
社
）
に
佐
々
木
が
朱
を
移
点
し
た

も
の
。

改
編
本
『
類
漿
名
義
抄
』
(
12
世
紀
後
半
成
立
）

観
智
院
本
ー
新
天
理
図
吾
館
善
本
叢
杏
第

9
巻
＇第

11
巻
（
二

0
一
八
年
、
八
木
書

店
）
。

高
山
寺
本
ー
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第

8
巻
（
二

0
一
六
年
、
八
木
困
店
）
．

蓮
成
院
本
ー
鎖
国
守
国
神
社
蔵
本
三
宝
類
漿
名
義
抄
(
-
九
八
六
年
、
勉
誠
社
）
に

佐
々
木
が
朱
を
移
点
し
た
も
の
。

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
(
-
―
八

0
年
頃
成
立
）

『

色

葉

字

類

抄

一

三

巻

本
』
(
-
九
九
九
年
、
八
木
書
店
）
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
0
二
ニ
年
一
月
二
十
三
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
研
究

会
、
広
島
大
学
日
本
語
研
究
会
主
催
「
日
本
語
史
研
究
の
新
し
い
視
座
」
に
お
け

る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
発
表
の
際
に
質
問
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

感
謝
致
し
ま
す
。

金
子

彰
（

一
九
九
六
）

【
引
用
文
献
】

乾
善
彦
（
一
九
九
五
）

八
〇




